










































































ささげ 欲をば捨てて一すぢに 行くべき路を勇ましく 真心のままに進みなば～」と、
9番では「衣もやがて破るべし ゑひぬる程もつかの間よ 朽ちせでやまじ家倉も 唯我
心かはらめや～」と綴られている。歌詞からは苦労を抱えながら夜学校への希望の思いを
持つ生徒たちの心を描き、そして勤労しながら勉学に励む生徒たちを励ましているように
感じられる。彼は1914(大正 3)年末、北大を辞して帰京するが、その後も遠友夜学校への
寄付を行い続けた。
理事として活躍した三島常盤氏は、遠友夜学校に 16年間尽くした。彼は、写真業界の
発展に尽くした人物だが、それだけではなく社会事業にも携わった。クリスチャンの彼は、
内村鑑三や新渡戸稲造の影響を受け、戦争孤児の引き取りのために1906(明治30年には札
幌育児園を創設している。跡L幌市社会事業の歩み』では、社会事業に参画した実業界のボ
ランティアの項で三島氏の功績をたたえ、「名利を求めず資材につくされた常盤氏の努力は、
社会事業の遺産としても高く評価し、それをうけつがなければならない(→」と書かれてい
る。
第 4章 新渡戸稲造の訪問と死
1931(昭和6)年、新渡戸稲造は遠友夜学校を訪問した。その際、「学問より実行」という
文字を書き記し、教師や生徒たちにこう語つている。「世の中は美しい。自分一個のためだ
け考えたのでは世の中は存在しない。人のことを思えばこそ楽しい。だからこれから多く
の世話をして下さる人々のことを考え、親たちのことを考え、すなわち遠友の意味を考え、
若いうちにでも、自分のできることで人のためになることなら何でもする。そして学校を
出てからどうすれば世のため人のためになるかを考え、勉強して下さい。唯本を読み、算
術することだけが学校での仕事と思わず、人格を養い、明るい気分で、世の中の人のため
になるように心がけることも大切な教育なのです。(5)」この時、教師や生徒たちは強い感
銘を受けている。この訪間の2年後の1983(昭和0年に、新渡戸稲造は客死した。夜学校
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の校長としては萬里子夫人が校長として就任したが、1938(昭和 13)年9月に夫人が亡くな
り、半澤洵が閉校まで校長を務めた。
おわ りに
遠友夜学校の 50年の歩みの特徴としては、①遠友夜学校には新渡戸稲造の人格形成の
視点の教育思想に根ざし、彼の教育思想を継承した多くの札幌農学校生の無料奉仕によっ
て教育が行われていたこと、②教師と生徒が共感し合い学び合っていたこと、③札幌農学
校生やその教師のみならず札幌在住の篤志家の寄付等によって経営が支えられていたこと、
④時代の変遷とともに各時代で求められるものへと形態を変えながら、生徒たちへの教育
が行われてきたことが挙げられる。
現代に帰すると、教育基本法によつて義務教育制度が確立し、また奨学金制度の整備や、
定時制や通信制の課程がつくられ、貧困を抱えている子どもが勉学を学ぶことができる体
制は整えられたように見える。しかし、貧困が理由で勉学を十分に学ぶことができていな
い現状は未だにある。塾に通うことができず、競争激化のために勉強から振り落とされる、
家庭にお金がないため受けたい高校教育を断念し勤労をしながら勉学に励もうとする、就
学のためのお金を工面できずに勉学を諦めるといつた問題を抱える子どもたちがいる。彼
らの親からは、「学問が大切であることは承知しているが、生きていて初めて教育が必要な
のであつて、生き死にの瀬戸際にいる今は、生きるためにこの子の手が必要なんです(0」
という声も発せられている。親が貧困のために子どもの教育機会が失われ、子ども自身が
持っている可能性が小さくなり、次世代にも貧困が続いていく貧困の再生産が起こる。こ
のことこそ、現代の教育と貧困の重要な問題であると筆者は考える。貧困の問題を角準決す
ることは簡単なことではないが、貧困の問題を抱える子どもたちに対して、自ら考える力
を伸ばし持っている可能性を引き出すことを目指した教育が必要である。そしてそれを実
現するためには、子どもを育む教育の場をしつかりと保障することと、子どもの周りに存
在するすべての人と子どもとの人間的な関わりこそ、教育に必要であると考える。その点
において新渡戸稲造の「人格の形成」という教育思想と、それを引き継いで行われてきた
遠友夜学校の実践とその50年の歩みは、現代の教育に問うものが多くあるであろう。
国の保障が行き届かない教育の部分を、多くの関係者たちの「貧困を抱えながら勉学に
励もうとする子どもたちへの愛情や関心」と「教育事業への絶え間ない努力の糸区承」によ
って行われてきた遠友夜学校という社会事業の意義は大きい。筆者が遠友夜学校の歩みか
ら得ることができたことは、「社会で共に生きていくための人と人とのつながり」である。
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制度や政策などが整つてきたとしてもそこからはみ出てしまう対象者がいる限り、社会福
祉の必要性は限りなく存在し、その対象者のために実践をし続けていくことが「社会福祉
の従事者」として目指すべきところではないかと考える。今回の研究を通して得たことを
さらに深めて今後の研究の課題としたい。
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